
平成２３年度第８回遺跡見学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県埋蔵文化財調査事業団では、首都圏氾濫区域堤防強化対策事業に伴い、加須市大越

地区の長竹遺跡を発掘調査しています。 

長竹遺跡ではこれまでの調査で、縄文時代や奈良・平安時代の竪穴住居跡や中世・近世の溝

跡、井戸跡などが見つかっています。今回の調査では、大規模な平安時代のムラの跡が見つか

りました。住居跡から出土した土器は、現在の埼玉、群馬、栃木、茨城県で作られたものであ

ることが判りました。当時、大越の人々が多方面と交流を持ち、生活していたことがわかりま

す。新春の一日、古代の大越に想いを馳せてみてはいかがでしょうか。 

見にきてね！ 

日  時  平成２４年 １月２１日（土）小雨決行 

午前の部 １０：００～１２：００ 

午後の部  １：００～ ３：００ 

※上記時間内にお越しください。順次ご案内します 

集合場所  長竹遺跡発掘調査事務所 

（加須市大越樋ノ口７２６－４他） 

駐 車 場  約６０台 

（混雑が予想されますので乗り合わせにご協力ください） 

主  催  埼玉県教育委員会 

協  力  財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 

共  催  国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所・加須市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 前日まで：埼玉県埋蔵文化財調査事業団 TEL０４９３－３９－５３４５ 

当  日：長竹遺跡発掘調査事務所   TEL０４８０－６８－５５０３ 

古代大越の平安時代！ 
お お  ご え 

人々の交流とものの流通～加須市長竹遺跡～ 


